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★「あさひば」は、秋津まちづくりセンター管轄地域の愛称です。
あ秋津、 さ桜木、 ひ桜木東、 ば若葉

熊本市では、毎年「震災対処訓練」を実施しています。
「震災対処訓練」とは、熊本地震を教訓として、行政、
地域、施設管理者等が連携し訓練を行うことで、防災
力の強化を図るものです。今年は11月24日（日）に実
施され、あさひば管内の避難所でも防災訓練等が行わ
れました。
今年度から避難所の受付方法が、従来の「紙受付」に
加え、「くまもとアプリ」、「マイナンバーカード」
での受付も可能になりました。
くまもとアプリは、事前にアプリをダウンロードし、
登録。避難先の受付に掲示されている二次元バーコー
ドを読み込むと受付ができます。マイナンバーカード
は、受付のカードリーダーで読み込み、暗証番号を入
力すると受付ができます。いずれも、受付時の混乱を
減らすために考えられた手法です。今回の訓練では、
避難者を受け入れる側が、実際にアプリやマイナン
バーでの受付を行いながら、課題などを見つけていま
した。

11月23日（土）に、「あさひば市民のつどい」を開催しま
した。校区対抗競技（玉入れ、グラウンドゴルフ、綱引き）
では、若葉校区が総合優勝！準優勝が桜木東、３位が桜木、
４位が秋津校区という結果になりました。

健康チェックやだれでも参加でき
るニュースポーツの体験ブースな
ども多くの人で賑わいました。
あさひば地域で営業されている
キッチンカーなども出店。食生活
改善推進員の皆さんには、300食
のカレーを提供していただき、美
味しい・楽しいあさひば市民のつ
どいでした。

避難所の運営は、一部の人だけでできるもので
はありません。避難した人みんなで、協力し運
営していくことが大切です。

避難する人も、一緒に避難所運営を！

優勝した若葉校区の代表者と黒木実
行委員長（右）

優勝 若葉校区 おめでとう！

競輪選手体験では、現役の
競輪選手のサポートでス
ピードメーター付きの自転
車を漕いで、どのくらいの
速度を出せるか挑戦健康チェック

スーパーボールすくい

熊本市震災対処訓練～災害への備え～

玉入れ



桜木校区では、「さわやかふれあいの集い」と「ふれあい文化
祭」が開催されました。桜木小学校と桜木地域コミュニティセ
ンターを会場として、ゲームコーナーや住民の方が製作した習
字や水彩画などの展示があり、こどもから大人まで多くの方が
楽しんでいました。童謡コンサートでは、最後に参加者も一緒
に歌って、懐かしい歌を楽しむことができました。

みりょく

地域 の 魅力 発見！
地域を歩いて「見て、聞いて、発見した」魅力を発信

筋力をつける食事を
～若葉ふれあい いきいきサロン～

若葉校区で開催されている、いきいきサロンで「栄
養のおはなし」がありました。東区役所保健こども
課の栄養士が、高齢期の“やせ”は肥満よりも要注意。
筋肉量が衰えて、虚弱（介護の手前）になる恐れが

スポーツで健康でいきいきと！～若葉校区運動会～

若葉校区で運動会が開催されました。
久しぶりの開催とのことで、こども
から高齢者まで多くの方が参加され
ていました。

長距離に挑戦した大坂さん
「小学生たちと走ることが夢！」
とのチャレンジ精神に感服です

歌とアートでつながる
 ～桜木校区ふれあいの集い・ふれあい文化祭～

ムカデ競争など様々な種目
が実施され、長距離走に出
場された方の中には、80歳
代の方もおられました。い
くつになってもやりたいこ
とに挑戦することは素晴ら
しいですね。

ありますと説明。食事の摂り方について
もおはなしがありました。いつもの食事
に、豆腐や納豆などたんぱく質が含まれ
ている食材をちょい足しして食べてみる
と良いようです。

～熊本地震の記憶をつなぐ～
秋津校区防災連絡会・秋津校区自治協議会

10月に開催された「ぼうさい
こくたい」に出展したパネル
の縮小版を、あさひば管内の
小中学校6校に寄贈。
今後学校内に掲示される予定
ですので、ご家庭でこどもさ
んやお孫さんと地震や災害の
備えについて話してみてくだ
さい。 パネルを寄贈した秋津校区防災連絡会の髙﨑会長

（左）と受取る秋津小学校の太良木校長（右）
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